
基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出

中城御殿跡地整備 実施設計
基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出

中城御殿跡地整備 実施設計

御内原エリア（RC造／外観再現）
温湿度環境に配慮した空間

2,260㎡（地下面積含む）

表御殿西側エリア（RC造／外観再現）
空調設備には対応するが、利用を優先した空間

770㎡
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多目的ホール １２０㎡

展示室・特別展示室 410

㎡

管理施設 154㎡
資料室、館長室、職員執務ス
ペース、監視室

特別収蔵庫 ２７０㎡

体験・交流ホール、体験室

230㎡
エントランス

（半屋外・屋根有）

ビジターホール ２３７㎡
エントランス、インフォメーション
施設、ミュージアムショップ、休
憩スペース、トイレ

バックヤード 854㎡
トラックヤード、搬入室、前室、荷解室、
展示準備室、展示工作室、調査室兼

撮影室、修理・メンテ室 等

館長
室

管理施設 183㎡
券売、事務室、救護室、
救護室、休憩室等
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令和５年度テーマ活動状況

構成員構成員分類

首里杜地区まちづくり団体連絡協議会地域住民・団体 など(1)地域

首里染織館suikara地域に所在する観光・商工・交通に関連する事業者、NPO、社団法
人 など

(2)事業者

ＳＣＳＫ株式会社
バス・タクシーなど公共交通関連事業、観光DXなど関連テーマを推
進する団体・事業者 など

国立大学法人 琉球大学地区や取り組みに関連する学術機関や専門家グループなど
(3)学術機関、専門家、

団体

那覇市

国、県、市(4)行政 沖縄県

国（沖縄総合事務局）

一般財団法人 沖縄美ら島財団首里城公園管理者 など
(5)その他

必要な構成員

令和５年度の活動概要
①各主体が進める事業の内容確認／進捗確認
②部会におけるテーマ別活動の推進
③首里杜地区のまちづくりや協議会に関する情報発信

事務局体制
地域事務局を首里杜まちづくり団体連絡協議会、市事務局を那覇市都市計画課、
県事務局を沖縄県首里城復興課に設置し、協議会の調整やとりまとめを行う。

基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出

首里杜まちづくり推進協議会（令和４年9月設立）の概要
基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出

首里杜まちづくり推進協議会（令和４年9月設立）の概要
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基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出

首里杜まちづくり推進協議会（令和５年度部会テーマ活動）
基本施策６.「新・首里杜構想」による歴史まちづくりの推進（1）歴史を体現できる風格ある都市空間の創出

首里杜まちづくり推進協議会（令和５年度部会テーマ活動）
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基本施策７.歴史の継承と資産としての活用（2）平和を希求する「沖縄のこころ」の発信

第３２軍司令部壕の保存・公開の検討
基本施策７.歴史の継承と資産としての活用（2）平和を希求する「沖縄のこころ」の発信

第３２軍司令部壕の保存・公開の検討

沖縄戦の軍事的中枢施設であった第32軍司令部壕は、沖縄戦の実相を次世代に語り伝え
るために極めて重要な歴史的戦跡であることから、同壕の保存・公開に向けて必要な詳細調
査や平和発信・継承の取組を行った。

１．詳細調査の実施
２．パンフレットや子ども向け
クイズコンテンツの作成

○「資料等編さんワーキンググルー
プ」の設置によるパンフレットや子
ども向けクイズコンテンツを作成し、
周知啓発への取組を進めることがで
きた。

３．フィールドワーク・
シンポジウムの実施

○平和ガイド等によるフィールド
ワーク等の実施により、壕に対す
る地域住民の理解を深め、参加者
から第１、第５坑口の保存、公開
等に向けた意見を聴取できた。

○壕の中心部付近の位置や内部の状
態、第１坑口の正確な位置の特定、
第５坑口のトロッコのレールの発見
等、当時の状況が確認できた。

第３２軍司令部壕保存・公開事業
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所管課：知事公室平和・地域外交推進課



基本施策８.琉球文化のルネサンス

（1）多様性・独自性を持つ琉球文化の再認識
基本施策８.琉球文化のルネサンス

（1）多様性・独自性を持つ琉球文化の再認識

県は、先人達が創り上げてきた沖縄の歴史と文化への理解を深め、故郷への
誇りや愛着を感じられる地域社会の形成に取り組むとともに、新たな歴史と文
化を県民自らの手で創造することを図るため、「琉球歴史文化の日条例」を制
定し、11月１日を琉球歴史文化の日とした。琉球歴史文化の日とその趣旨につ
いて普及・啓発するための広報活動と、県民が沖縄の歴史と文化への理解を深
めるための関連事業を実施した。

１．関連事業 ２．周知・啓発

○新聞や放送等のメディアを活用し、
琉球歴史文化の日とその趣旨につい
て普及啓発した。

３．記念イベント

○琉球歴史文化の日（11/1）にそ
の趣旨についての普及・啓発する
ための記念イベントを実施した。

○ 「沖縄の歴史（琉球王国時代の外
交）」をテーマにした図画コンテス
トを実施じた
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県では、「地方版図柄入りナンバープレート」の制度を活用し、首里城復興への願いを込
めて、「首里城」を取り入れたデザインの自動車ナンバープレートの普及促進を図っている。
令和5年10月から交付がスタートし、令和６年３月時点で6，272枚が発行された。

令和５年１０月２３日
首里城ナンバープレート
交付記念イベントを実施

令和５年９月２５日
首里城ナンバープレート
事前受付開始にかかる
記者会見を実施

復興基本計画の着実な推進

（3）県民等の継続的な参加による復興（ナンバープレート導入）
復興基本計画の着実な推進

（3）県民等の継続的な参加による復興（ナンバープレート導入）
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首里城火災で焼け残った瓦や石材を首里城の思い出として活用したいとの声を受け、
首里城への「思い」を多くの人が共有し、形として残していくことを目的に、破損瓦等活用
事業を実施。活用希望者に破損瓦等を配布し、様々なイベントや活動に活用されている。

首里城破損瓦・石材利活用コンクール開催
令和５年９月～令和６年２月にかけて、沖縄県内の教育機関等を対象
に、破損瓦・石材を活用したコンクールを実施したところ、沖縄県立那
覇西高等学校が最優秀賞に選ばれた。

復興基本計画の着実な推進

（3）県民等の継続的な参加による復興（首里城火災破損瓦等の活用）
復興基本計画の着実な推進

（3）県民等の継続的な参加による復興（首里城火災破損瓦等の活用）
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県、琉球大学、県立芸術大学の三者共催
により、行政、芸術、人材育成、学術の面か
ら首里城復興と沖縄の歴史文化復興に関す
るシンポジウムを開催。

【日時】 令和５年10月29日（日）
【会場】 沖縄県立博物館・美術館
（シンポジウムの様子を琉球大学地域連携推進機構
YouTubeチャンネルにてアーカイブ配信）

口頭発表

ポスターセッション

復興基本計画の着実な推進

（1）国内外の学術ネットワークとの連携（シンポジウム開催）
復興基本計画の着実な推進

（1）国内外の学術ネットワークとの連携（シンポジウム開催）
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